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研究成果概要 

 暗黒物質探索実験 XMASSでは，液体キセノンをシンチレータとして使用しており，キ

セノン中の不純物がシンチレータの発光量を変化させる要因であることが良く知られて

いる．本研究では，キセノン中の XMASS で利用しているキセノン中のガス不純物を，

ガスクロマトグラフィーを用いて，各部位で，継続的に測定した． 

 その結果，XMASS実験装置の中で，キセノンを冷却して，液体キセノンを製造してい

る装置部分では，酸素，窒素等が多量（0.数％のオーダー）に存在していることが分かっ

た．この部分のガスを除去して以降，XMASSで観測されるシンチレーションは非常に安

定しているため，それ以前では，これら不純物の影響を受けていたと考えられる． 

今後も，キセノンからのシンチレーション発光が一定で，品質の揃ったデータを長期

間取ることが出来るように，定期的にガス不純物量を測定する予定である． 
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